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治
タイプライタ
扶養義務者の指定
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斉藤　花子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
家計収支表　１通
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東京
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サイトウ　ハナコ
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山田　太郎
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ヤマダ　タロウ
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治
タイプライタ
相手方を申立人の扶養義務者と指定し、相手方が申立人に扶養料として毎月金
＊＊万円ずつ支払うことの調停を求めます。

治
タイプライタ
１　相手方は、申立人の亡き姉＊＊の長男です。
２　申立人は、高齢で病弱なため働くことができず困っています。
３　申立人と亡き夫との間には長女＊＊がいますが、精神薄弱なためまともな
仕事につけず、自分１人の生活費を稼ぐしかできません。
４　申立人の甥に当たる相手方は、大企業に勤め、申立人を扶養する余裕は十
分にあります。申立人の姉＊＊が死亡後は、１人残された甥である相手方を、
申立人夫婦が引き取って育てたという特別の事情もあります。
５　相手方に扶養してくれるよう申入れをしましたが、応じてもらえないので
、この申立をします。




